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小学校における歌唱教育の実態と課題 

－換声点位置を考慮して－ 
 

大久保 友加里1 

 

要旨 

小学校における歌唱教育の現場では、音高が定まらず、正しく歌うことができない児童

が多いという現状があり、この一例として、胸声を無理に高音まで押し上げたり、あるい

は頭声のまま低音まで下げてきたり、といった換声点付近での発声の問題を挙げることが

できる。様々な先行研究からの検討により、教育の現場では換声点に関する問題が非常に

多く、重要視されていることが分かる。また、声区転換の実態を述べたものや、換声点位

置の情報を応用した研究も多い。筆者が以前に行った調査の結果からも、児童の声域から

みた教材は、充分に歌唱可能な音域で構成されており、適切であると考えられる。しかし、

児童の換声点位置の平均は、男児、女児共に、歌唱共通教材の重複音域内に含まれており、

指導のポイントの一つとして、換声点を越えて頭声と胸声を自由に行き来し発声できるよ

うにすることが、小学校における歌唱教育の問題解決の一つにあると考えられる。声区分

離の指導及び歌唱発声法を習得させる過程は、各児童の声域や換声点位置を把握しながら、

可能な限り個別対応の指導を行えることが望ましい。各児童の発声状態を教員がよく理解

しておくことで、共通教材をはじめとする歌唱楽曲を用いた、集団での歌唱指導が、より

行いやすくなるのではないだろうか。 

 

キーワード 小学校音楽 歌唱教育 換声点 

 

１．はじめに 

1.1.学習指導要領における音楽科教育の概要 

小学校における音楽科の内容は、各学年とも「A 表現」、「B 鑑賞」の２領域及び「共通

事項」で構成されており、平成 20 年３月 28 日告示の「小学校学習指導要領」により新設

された「共通事項」には、表現及び鑑賞のすべての活動において共通に指導すべき内容が

示されている。また、「A 表現」の項目には、「歌唱の活動」、「器楽の活動」、「音楽づくり

の活動」の３種類が含まれている。教材の指示に関しては、「歌唱」・「器楽」・「鑑賞」の教

材選択の観点が述べられている他、「歌唱」においては、以下に記載したように各学年で取

り扱う共通教材が示されている。なお、表１に、小学校歌唱共通教材の一覧と、各楽曲の

音域を示した([有本・阪井・津田  編著，2019：104-164])。 

 

 

 

                                                 
1 こども教育学部幼児教育学専攻 
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表１ 小学校歌唱共通教材一覧 

 楽曲一覧 音域 

第

１

学

年 

「うみ」（文部省唱歌） 

「かたつむり」（文部省唱歌） 

「ひのまる」（文部省唱歌） 

「ひらいたひらいた」（わらべうた） 

D4-D5 

C4-C5 

F4-D5 

E4-D5 

第

２

学

年 

「かくれんぼ」（文部省唱歌） 

「春がきた」（文部省唱歌） 

「虫のこえ」（文部省唱歌） 

「夕やけこやけ」 

D4-B4 

C4-E5 

C4-C5 

C4-D5 

第

３

学

年 

「うさぎ」（日本古謡） 

「茶つみ」（文部省唱歌） 

「春の小川」（文部省唱歌） 

「ふじ山」（文部省唱歌） 

D4-C5 

D4-D5 

C4-C5 

C4-C5 

第

４

学

年 

「さくらさくら」（日本古謡） 

「とんび」 

「まきばの朝」（文部省唱歌） 

「もみじ」（文部省唱歌） 

B3-C5 

C4-C5 

C4-D5 

C4-D5 

第

５

学

年 

「こいのぼり」（文部省唱歌） 

「子もり歌」（日本古謡） 

「スキーの歌」（文部省唱歌） 

「冬げしき」（文部省唱歌） 

C4-D5 

C4-C5 

B3-C5(D5) 

C4(B♭3)-D5 

第

６

学

年 

「越天楽今様」（日本古謡 

「おぼろ月夜」（文部省唱歌） 

「ふるさと」（文部省唱歌） 

「われは海の子」（文部省唱歌） 

B3-E5 

C4(B3)-D5 

C4(A3)-D5 

A3-D5 

※音域中の（ ）内は、重唱の場合を示す。 

 

1.2.小学校音楽における「歌唱」の問題 

今日、小学校の音楽の授業内容で、最も多くを占めるのは、歌唱に関するものではない

だろうか。小学校において現在の「音楽」にあたる科目名が、明治 5 年から昭和 16 年ま

では「唱歌」であったという歴史や、共通教材として「歌唱」分野のみ楽曲が指定されて

いるという現状を考慮すると、浜野が述べているように、器楽や創作、鑑賞の活動におい

ても、「歌うこと」はそれぞれ他の活動のよりどころになり、音楽学習における中心的な役

割を果たしている([浜野，1973：87])といっても過言ではない。 

しかし、身体の一部である「喉」を楽器として扱う歌唱において、無理な発声や間違っ

た指導は、音声障害を招き日常会話にも困難を生じさせる場合がある。一例として、胸声

を無理に高音まで押し上げたり、あるいは頭声のまま低音まで下げてきたり、といった換

声点付近での発声の問題を挙げることができる。 
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２．先行研究からの検討 

2.1.小学校における歌唱教育の実態 

小学校における歌唱教育で、特に問題となっている実態に関する先行研究の例を以下に

挙げる。 

虫明は、小学校の授業見学の際、喉に力を入れて大声を張り上げて歌っている多くの児

童と、その指導教員も喉を痛めつつ声を出していることを目の当たりにした経験から、声

区転換が上手にできない・声がすぐひっくり返る・音があたらないことを挙げ、小児の音

声障害が多いことから、幼少時から教育機関において発声教育を行う必要があると述べて

いる[虫明，2000]。さらに、教育現場での発声用語の内容に対する認識の薄さ、中でも頭

声的発声を理解する上で必要な胸声の正しい理解が不十分であることを指摘し、小学校学

習指導要領における、自然で無理のない声についての考察を行っている。また今後の課題

として、児童の声の衛生面を配慮し、無理のない発声の具体的指導方法の研究開発が必要

であると述べている  [虫明，2002]。森・関らは、近年、変声が低年齢化したことにより小

学校高学年の児童の歌唱指導が困難な状況にあることをふまえ、変声期を中学校の課題と

してのみ捉えるのではなく、小学校での対応方法も検討していくことの重要性について述

べている[森・関，2002]。緒方は、10 余年にわたる小学校音楽教師としての経験から、「音

高外れ」問題の実態について調査を通して明らかにし、「正確な音高で歌唱できるスキル」

を全ての児童に育成することの重要性について述べている[緒方，2005]。奥田は、学校教

育現場における小学校低学年の歌唱指導において、最初に直面する可能性が高いのは「ど

なり声」の問題であると述べている。「どなり声」による歌唱は、次第に歌うことに辛さを

感じていくとともに、中・高学年以降のより高度になっていく歌唱活動の困難さから、次

第に歌唱に対する意欲を失っていくことにつながりやすいと述べている [奥田，2014]。 

このように、小学校教育の現場では変声期の問題もあり、換声点や声区転換に関連する

問題が非常に多く、重要視されていることが分かる。また、小学校における実態を踏まえ、

その問題解決への取り組みについて検討する際、幼少時の歌唱状態についても把握してお

くことの意義は大きい。 

 

2.2.幼児・児童の歌唱と換声点 

幼児や児童の歌唱について、特に換声点に焦点をあてて述べられている先行研究の例を

以下に挙げる。 

 田中は、幼児の出しやすい声域は「胸声区」で、それより高い声で歌うためには「境界

区(換声点)(Great Break)」を超える必要があるということを確かめるために調査を行った。

その結果、A4(440.0Hz)を超えられる幼児と超えられない幼児で、歌唱力の差が生じてい

たと述べている[田中，1980]。志村は、声区の転換(換声)は、幼児の歌唱の問題の 1 つであ

り、声域を拡げるためにその指導方法の検討に意義があると述べている[志村，1980]。さ

らに、幼児 120 名の声域調査の結果を明確に示し、A4(440.0Hz)または Ais4(466.2Hz)の

音以上の音域を歌った幼児に音質の変化が確認されたことを報告している[志村，1981]。

吉富は、幼児の歌唱可能最高音を測定した結果、A4(440.0Hz)より高音を出せた被験児は

全て頭声によるもので 4 歳児全体の 10.4％、5 歳児全体の 19.7％が発声できたと報告して
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いる。発声可能最低音・最高音の平均値や標準偏差など、声域に関するデータが性別・年

齢別に出されている[吉富，1983]。村尾は、幼児の調子外れは声区を超える時に多く見ら

れると述べ、幼児の歌唱における、換声点問題の重要性を指摘している。地声でピッチを

上げて裏声に持ち込むために、制御不能になり途中で音程がめちゃくちゃになってしまう

という現状がたくさんあると述べている[村尾，1995]。小笠原は、幼児の歌唱可能声域調

査において換声点が F4(349.2Hz)、G4(392.0Hz)付近にあり、これを越えられるか否かが

広い声域を獲得することと関係すると述べている。また、1.5 年間にわたる幼児の歌唱可

能声域の発達に関する詳細なグラフを示すとともに、F4、G4 を超える広い声域をもつ幼

児は F4 までを胸声で発声し、F4、G4、A4(440.0Hz)で音質、音程ともに少し不安定にな

り、B4(493.9Hz)、C5(523.3Hz)付近できれいな頭声で発声する傾向があったことを報告し

ている[小笠原，1999]。木岡は、YUBA メソッドの幼児向け教材(CD 付き)による幼児の声

域変化に関する測定調査により、トレーニング後、幼児が換声点周辺での発声難を克服し

たことが、高音方向への声域拡張に大きく影響したと述べている [木岡，2006]。Cooper は、

自身の研究結果において、一般的に児童の声区の転換が生じると考えられている

G4(392.0Hz)または A4(440.0Hz)の辺りよりも、全て下方に換声点があると述べている

[Cooper，1995]。 

 このように、歌唱時、換声点付近で発声バランスが崩れることが原因で音が取りづらく

なったり、声域が狭いために歌唱が困難になっている等の問題がある。発声指導や歌唱教

材の選定及び制作などの際、換声点位置は重要な指標となる。  

 

2.3.声区転換と歌唱指導の可能性 

最後に、声区転換の実態等を述べたものや、歌唱指導の方法に関する先行研究の例を以

下に挙げる。 

Reid は、男女共に換声点位置(Register‘break’)を同じ位置 E4(329.6Hz)に設定してお

り 、換声点は、必ず D4(293.7Hz)から F4(349.2Hz)の付近にあると説明している  [Reid，

1950] 。飯塚は、「換声点に起因する発声上の問題」に関するアンケートの実施で、「換声

点をはっきりと感じるか？」の問いに対し 71.4％が「感じている」、うち 78.6％が「換声

点が目立つことで困る」との回答が得られたことから、換声点問題の重要性について述べ

ている[飯塚，2002]。弓場は、換声点で意に反して起こる様々な問題を取り上げ、声区融

合による換声点消滅を行い高音域から低音域まで音質的に統一のとれた発声ができるよう

にする重要性を主張している。また、内喉頭筋の制御と、それをサポートする協働筋のト

レーニングによる声づくりが必要であると述べ、換声点ショックの改善方法について、科

学的裏づけとともに詳しく説明している[弓場，2005]。Miyamoto は、換声点ショックが

不正確歌唱の原因となっている可能性があると述べ、D4(293.7Hz)～D5(587.3Hz)に換声

点位置が存在する可能性があると述べている [Miyamoto，2005]。なお、ここでいう「換声

点ショック」とは弓場の造語であり、「裏声と表声の変わり目で起こる筋肉運動の急激な変

化による身体上の衝撃や、それに起因した音声からくる聴覚上の衝撃」と定義されている。

また、弓場は、換声点ショックの発生メカニズムとして、裏声を作る主役である輪状甲状

筋と表声を作る主役である閉鎖筋群の力関係の急激な入れ替わりや、輪状披裂関節での披
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裂軟骨の複雑な動きによる物理現象をあげている [弓場，2005]。 

 

３．児童を対象とした換声点位置の調査より 

3.1.調査について 

筆者による『児童・成人を対象とした、換声点(声区転換点)位置に関する調査研究』にお

いて、変声前の男子児童と女子児童 (小学生)を調査の対象とした、換声点位置と声域の結

果を得ている[大久保，2011]。換声点については、被験者に長音階をオルガンまたはピアノに

よるガイドメロディーに合わせて「あ」で母音唱させたのち、長音階において上行発声時及び下

行発声時の換声位置を特定することによって判別した。必要がある場合には、換声点位置が相対

音における半音幅の箇所(ミファ又はシド)に当たるよう母音唱させ、最終的に半音単位で上行発

声時及び下行発声時の換声点位置を特定した。具体的な調査方法や分析方法等については、前

述の論文で具体的に記載しているため、本稿では省略する。 

 

3.2.換声点位置の調査結果 

以下の図１～図４は、児童を対象とした換声点位置の調査結果である。上行発声時及び下

行発声時の換声点位置を、それぞれ上行、下行と略記している。各グラフ中の縦軸は音名を、

横軸は人数を示しており、換声点位置の平均音高をグラフ上に太線で示した。また、換声

点位置の平均周波数(Hz 表記) とそれに対応した音高(ドイツ音名＋cent)さらに、その値が

位置する音符を五線上に半音幅で示したものを図中の右上に示している。 

 

 

図１ 男児(上行)          図２ 男児(下行) 
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図３ 女児(上行)          図４ 女児(下行) 

 

以上をまとめると、被験者の換声点位置の平均値とばらつきは以下のとおりとなる。  

・男子児童：上行時[A4+4.7cent]、最低[E♭4-E4]･最高[G5-A♭5]  

下行時[A♭4+95.3cent]、最低[F4-E4]･最高[E5-E♭5]  

・女子児童：上行時[B♭4+32.4cent]、最低[E4-F4]･最高[E5-F5]  

下行時[A♭4+93.3cent]、最低[F4-E4]･最高[E♭5-D5] 

 

４．考察 

4.1.声域の検討 

換声点位置と声域との関連を考察するため、換声点位置が特定できた者のうち数名の発声可能

声域を、図５に示した。また、▲の上方向の頂点は上行時の換声点位置を、▼の下方向の頂

点は下行時の換声点位置を示している。 
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図５ 各被験者の声域と換声点位置 

 

この結果から、全員が胸声、頭声それぞれで完全 5 度以上の声域を持っており、両声区

を合わせると 2 オクターブ以上の発声が可能であることがわかった。  

 

4.2.教材の検討 

前述の、小学校歌唱共通教材 24 曲の音域について調べ、表２に示した。教材の重複(共

通)音域とは全教材 24 曲に共通していた音域の範囲、最大音域とは教材全体の最高音及び

最低音を示している。さらに、声域調査を行った児童全体に共通していた声域の範囲を表

３に示した。また、表４には、前述の調査結果によって得られている児童の換声点位置の

平均を示したうえで、男児、女児それぞれの換声点位置の範囲及び上行時・下行時の平均

を示した。 

 

 

男児 女児 男性 女性
Ｄ♭7
Ｃ7
Ｂ6
Ｂ♭6
Ａ6
Ａ♭6
Ｇ6
Ｇ♭6
Ｆ6
Ｅ6
Ｅ♭6
Ｄ6
Ｄ♭6
Ｃ6
Ｂ5
Ｂ♭5
Ａ5
Ａ♭5
Ｇ5
Ｇ♭5
Ｆ5
Ｅ5
Ｅ♭5
Ｄ5
Ｄ♭5
Ｃ5
Ｂ4
Ｂ♭4
Ａ4
Ａ♭4
Ｇ4
Ｇ♭5
Ｆ4
Ｅ4
Ｅ♭4
Ｄ4
Ｄ♭4
Ｃ4
Ｂ3
Ｂ♭3
Ａ3
Ａ♭3
Ｇ3
Ｇ♭3
Ｆ3
Ｅ3
Ｅ♭3
Ｄ3
Ｄ♭3
Ｃ3
Ｂ2
Ｂ♭2
Ａ2
Ａ♭2
Ｇ2
Ｇ♭2
Ｆ2
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表２ 共通教材の音域 

教材の重複(共通)音域 教材の最大音域 

  

   

表３ 児童の声域 

男児 女児 

  

 

表４ 児童の換声点位置 

児童の換声点位置の平均 男児の換声点位置の範囲と平均 女児の換声点位置の範囲と平均 

 

  

 

表２及び表３より、児童の声域からみて、教材は充分に歌唱可能な音域で構成されてお

り、適切であると考えられる。しかし、表４より、児童の調査結果による換声点位置の平

均は、男児、女児共に教材の重複音域内に含まれており、個人差の範囲も大きいことから、

児童は本教材の歌唱時に、換声が起こっている可能性が非常に高いと言える。  

 

4.3.小学校における歌唱指導への提言 

小学校のように集団指導が中心となる現場においては、個人間で換声点位置に差がある

こと、少なからず男女でも差があることから、換声点よりも上の音域つまり頭声だけ、あ

るいは換声点よりも下の音域を使って胸声だけで歌える歌唱教材の選択はほぼ不可能に近

い。また、換声点位置における個人差の範囲は非常に大きく、上行発声時と下行発声時で

その位置が異なるケースも多いということが分かっている。また、歌唱共通教材の音域を

みると、平均で 13 半音(1 オクターヴと 1 半音)となっているのが現状である。ここで現実

的な改善策の一つとしては、換声点ショックを改善し、頭声、胸声の両声域を用いた歌唱

ができるような発声指導が最も望ましいと言える。  
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図６ YUBA メソッド歌唱発声の訓練手順 (弓場による) 

 

 図６に示した、YUBA メソッド歌唱発声の訓練手順([弓場，2002：1086])では、輪状甲状筋

と閉鎖筋群の拮抗する筋肉を協調運動させることで声区融合を行い、換声点ショックを小

さくして歌唱能力を向上させる([弓場，2012：261-276])。このトレーニングの前提となる

のが頭声と胸声を分けて発声する声区分離である。その際、特に普段の会話で用いること

の少ない頭声については、胸声の発声法と比較すると習得が困難であり、個人差も大きい

と予想される。次に、出し分けることができた発声を、「歌える」声にしていく過程におい

ては、次第に換声点を目立たなくさせるトレーニングへと移行していく。 

 

５．おわりに 

 小学校での音楽教育において、歌唱分野は中心的な位置を占め続けている。指導のポイ

ントの一つとして、換声点を越えて頭声と胸声を自由に行き来し発声できるようにするこ

とが、歌唱教育における問題解決の一つにあると考えられる。声区分離の指導及び歌唱発

声法を習得させる過程は、各児童の声域や換声点位置を把握しながら、可能な限り個別対

応の指導を行えることが望ましい。各児童の発声状態を教員が理解しておくことで、共通

教材をはじめとする歌唱楽曲を用いた、集団での歌唱指導が、より行いやすくなるのでは

ないだろうか。 
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